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No.965

広報りっとう

今月の主な内容
・ともにつくる栗東 魅力あるまちづくり
・市長への手紙
・特定健診・特定保健指導を受けましょう
・令和元年度保育士就職支援研修会を開催
・すだじいの百年日記

　４月25日、草津栗東交通安全協会治田西支部による交通安全啓
発「こどもの日作戦」が行われました。警察官の制服姿になって治
田西保育園の５歳児が「ぼくたち、わたしたちを交通事故から守っ
てね」と呼びかけました。自作のチラシとミニこいのぼりを手渡
し、「くりちゃん」や滋賀県警察シンボルマスコット「けいたくん」
と一緒に交通安全を啓発しました。
　市では各園の散歩コースや園内外の危険箇所について確認作業を
行い、安全対策に取り組んでいきます。
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市
長
の
こ
ん
に
ち
は
ト
ー
ク

 

市
長
と
気
軽
に

 

栗
東
ま
ち
づ
く
り
座
談
会

 

ま
ち
づ
く
り
出
前
ト
ー
ク

　

ま
ち
づ
く
り
出
前
ト
ー
ク
の
一
つ
と
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。
市
内
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
も
と
に

市
長
が
伺
い
、
直
接
語
り
合
う
こ
と
で
、
と
も
に
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
合
計
3
団
体
、
50
人
と
語
り
合
い
ま
し
た
。

◦
対
象
…
市
内
で
自
主
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ
ル

ー
プ
・
団
体
で
、
10
人
～
30
人
程
度
（
政
治
、
宗
教

ま
た
は
営
利
を
目
的
と
し
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体
は
除

き
ま
す
）

◦�

日
時
…
平
日
、
土
・
日
・
祝
日
を
問
わ
ず
、
９
時
～

21
時
の
間
で
、
時
間
は
１
時
間
ま
で

◦�

内
容
…
ま
ち
づ
く
り
に
活い

か
せ
る
内
容
で
、
事
前
に

グ
ル
ー
プ
と
調
整

◦
運
営
方
法
…
グ
ル
ー
プ
・
団
体
の
主
体
的
な
運
営
と

し
ま
す
。

※�

同
一
グ
ル
ー
プ
と
の
定
期
的
な
対
話
は
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
要
望
、
陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

暮
ら
し
に
身
近
な
問
題
や
市
の
事
業

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
市
民
に
選
択
し

て
い
た
だ
き
、
市
長
や
市
職
員
が
お
話

す
る
場
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
合
計
55
回
、
延
べ

１
６
２
８
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
毎
年
見
直
し
、
常
に
新

し
い
話
題
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
の
ト
ー
ク
メ
ニ
ュ
ー

と
申
込
み
方
法
は
別
冊
折
り
込
み
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

市
長
が
自
ら
各
地
域
に
伺
い
、
市
政

の
状
況
報
告
後
、
皆
さ
ん
と
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
９
会
場
（
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
）、
合
計
２
６
６
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◦
対
象
…
市
民
（
市
内
在
学
・
在
勤
の

人
も
可
）

　栗東をよりよいまちにするためには、まちの主役である市民の皆さんの声を聴き、ともに
魅力あるまちづくりを考えていくことが重要です。
　このため、市では、できるだけ多くの皆さんの声をお聴きすることのできるさまざまな機
会を設けています。皆さん一人ひとりの声で「いつまでも住み続けたくなる安心な元気都市
栗東」をともにつくっていきましょう。

平成 30 年度
～参加者アンケートから～

・参加して良かった
・今後もこのような機会を設

けて欲しい
・これからの栗東がだんだん良くなって

いく様子がわかった
・栗東が少しずつ発展していくことを楽

しみにしている
・一つ一つテーマごとに話して欲しい
・夏祭りの花火や市役所前のイベントが

ないのは寂しい
・これからの栗東市のあり方を聞きたい

ともにつくる 栗東
　魅力あるまちづくり
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■手紙は必ず市長が読ませていただきま
す。個々の内容は関係する部署が責任を
持って返事を作成し、市長が確認・署名
をして、手紙でお返しします。

　内容によっては、担当課から直接、面談・
電話・電子メールにより、回答させてい
ただく場合があります。

■返事をお返しするまで多少日数がかかり
ますのでご承知ください。

■手紙の返事は郵便で送付するため、住所・
氏名の記入をお願いします。

■市民の皆さんには内容を抜粋して、市
ホームページなどで公開します。

　左の用紙をご利用いただくほか、はがき
や私製の封書、インターネット（市ホー
ム ペ ー ジhttp://www.city.ritto.lg.jpか
ら市長の部屋→市長への手紙→市長への
手紙へ進む）などで受け付けています。
また、市役所１階ロビー、なごやかセン
ター、市立図書館、栗東西図書館、各コ
ミュニティセンターにも用紙を設置して
います。

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

　封筒を作り、市長へ送って
ください。
①キリトリ線に沿って切り、
中央を山折りにします。
②のりしろにのりをつけて貼
り合わせ、封筒を作ります。
③切手を貼らずにそのままポ
ストへ投函してください。

（山折り）

キ
リ
ト
リ
線

栗
東
市
安
養
寺
一
丁
目
十
三
番
三
十
三
号

「
市
長
へ
の
手
紙
」

栗 

東 

市 

長 

行

料金受取人払郵便

差出有効期間
2021年4月
30日まで

（ ）切手を貼らずに
お出しください

栗東局
承 認

０５２０３０９

79

のりしろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

　まちづくりに関することや、日々の
生活の中で市政で気付いたこと、考えて
いることなど、皆さんのご意見、ご提案
をお待ちしています。

市長への手紙
あなたの意見を

お寄せください
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の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線
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住

　所

氏
名

年
齢

性
別

市長への手紙

〒（　　　　ー　　　　　　）

題名

パブリックコメント制度

　
　問秘書広報課�広報・広聴係
　　☎551-0641　ＦＡＸ553-1280

　市の基本的な計画・条例などをつくる
段階で、趣旨、内容を公開し、市民の意
見を反映しています。
　本年度もパブリックコメントの案件
は、その都度、広報、市ホームページな
どでお知らせします。

市長への手紙

　日々の生活の中で市政への意見や提案
に市長が回答します。
　昨年度の手紙は175通、意見などの件
数は220件でした。

内容

栗東市災害廃棄物処理計画 (案 )

第三次栗東市道路整備プログラム (中
間見直し )( 案 )

栗東市自殺対策計画（案）

（仮称）栗東市空家等対策計画（素案）
（仮称）栗東市空家等対策条例（素案）

平成 30 年度
パブリックコメント実施内容

建設部
17.3％

環境経済部
15.4％

その他
5％

子ども・健康部
20.9％

教育部
16.4％

市民政策部
10％

総務部
6.4％

福祉部
5.9％

上下水道
事業所
2.7％

平成 30 年度
市長への手紙 組織別内訳
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　５月上旬、市内各地域で例大祭や祭礼行事が行われました。いくつかを紹介します。大人みこ
しや子どもみこしが担がれ、活気ある掛け声が祭りを盛り上げました。地域の力をあわせて伝統
行事が守り続けられています。

５月３日 三輪神社

５月４日 大宝神社

５月５日 五百井神社

５月５日 大野神社

５月５日 高野神社

５月５日 小槻大社
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■
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）

　

6
月
1
日
か
ら
、
栗
東
市
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
40
～
74
歳
の
人
を
対

象
と
し
た
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着

目
し
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異

常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
お

り
、無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
に
は
5
月
下
旬
に
受

診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の

健
康
状
態
を
毎
年
確
認
し
、
健
康
づ
く

り
に
つ
な
げ
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
…
栗
東
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
～
74
歳
の
人

※
平
成
31
年
4
月
以
降
に
加
入
を
し
た

人
に
は
受
診
券
が
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
保
険

年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

◦
受
診
場
所
…
①
～
③
の
い
ず
れ
か
１
つ

①
滋
賀
県
内
の
実
施
医
療
機
関
（
一
部

医
療
機
関
は
要
予
約
）

②
Ｊ
Ａ
滋
賀
厚
生
連
が
実
施
す
る
集
団

健
診
の
会
場
（
要
予
約
）

③
全
国
健
康
保
険
協
会
滋
賀
支
部
が
実

施
す
る
集
団
健
診
の
会
場（
要
予
約
）

※
複
数
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
②
③
は
健
診
実
施
日
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

※
②
は
一
部
自
己
負
担
が
か
か
り
ま

す
。
予
約
・
問
合
せ
は
Ｊ
Ａ
滋
賀
厚

生
連
（
☎
521-

１
７
０
８
）

※
③
予
約
・
問
合
せ
は
保
険
年
金
課�

国
民
健
康
保
険
係

※
受
診
希
望
日
が
集
中
し
た
場
合
、
希

望
日
に
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◦
実
施
期
間
…

　

６
月
1
日
㈯
～
11
月
30
日
㈯

◦
持
ち
物
…
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
特
定
健
診
受
診
券
、
記
入
済
み

質
問
票
、前
年
度
の
健
診
結
果
票（
お

持
ち
の
人
の
み
）

◦
自
己
負
担
金
…
無
料

◎
７
月
か
ら
９
月
の
間
の
受
診
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
！

　

例
年
、
6
月
は
校
医
健
診
、
10
月
か

ら
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
や
治

療
へ
の
対
応
、
健
診
の
駆
け
込
み
受
診

な
ど
に
よ
り
混
み
合
い
ま
す
。
で
き
る

だ
け
７
月
か
ら
９
月
の
間
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

■
特
定
保
健
指
導

　

特
定
健
診
の
受
診
結
果
を
も
と
に
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当

者
や
そ
の
リ
ス
ク
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
情
報
提
供
や
提
案
、
継
続
的
な
支

援
（
３
か
月
以
上
）
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
…
特
定
健
診
の
結
果
、
生
活

習
慣
病
発
症
の
可
能
性
が
高
い
と
判

定
さ
れ
た
人

※
対
象
者
に
は
別
途
案
内
し
ま
す
。

■
服
薬
・
通
院
中
の
皆
さ
ん
へ

　

治
療
に
伴
う
検
査
に
は
、
特
定
健
診

の
検
査
項
目
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
特
定
健
診
に
該
当
す
る
検
査
デ
ー

タ
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
特
定
健
診
受
診
券
」
と
「
被
保
険

者
証
」
を
持
参
し
、
か
か
り
つ
け
医
療

機
関
（
特
定
健
診
実
施
機
関
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
デ
ー
タ
の
提
供
を
い
た

だ
く
こ
と
で
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
勤
務
先
で
健
診
を
受
け
た
皆
さ
ん
へ

　

勤
務
先
な
ど
で
健
診
を
受
け
た
人
の

う
ち
、
必
要
な
検
査
項
目
を
満
た
し
て

い
る
場
合
、健
診
結
果
を
提
供
す
る
と
、

特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
も
の
と
し
て

い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
特
定
健
診
を
受

問
保
険
年
金
課�

国
民
健
康
保
険
係

　
（
特
定
健
診
、
受
診
券
発
行
な
ど
）

��

☎
551-

１
８
０
７�

ＦＡＸ
553-

０
２
５
０

　

健
康
増
進
課�

健
康
管
理
係

　
（
特
定
保
健
指
導
、
が
ん
検
診
な
ど
）

��

☎
554-

６
１
０
０�

ＦＡＸ
554-

６
１
０
１

特
定
健
康
診
査（
特
定
健
診
）・特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
診
結
果
の
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
場
合
は
、
保
険
年
金
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎特定健康診査は、ＢＩＷＡ－ＴＥＫＵの
　対象メニューです。

　　　　　　　　　
　ＢＩＷＡ－ＴＥＫＵアプリ
をダウンロードして、ウォー
キングを楽しみましょう！！
　特定健康診査を受診したら
登録をしましょう。
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６月１日～７日は「水道週間」です
■
「
い
つ
も
の
む　
い
つ
も
の
水

に　
日
々
感
謝
」　

　

水
道
は
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え

る
、
日
常
生
活
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
重
要
な
生
活
基
盤
で
す
。
本

市
水
道
事
業
で
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
「
安
全
で
お
い
し
い
水
」
を

安
心
し
て
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、

水
質
や
施
設
の
適
正
な
管
理
に

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
も
、

良
質
な
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
水

道
施
設
の
整
備
・
改
良
を
進
め
る

と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

水
道
の
蛇
口
を
開
け
れ
ば
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
出
て
く
る
水
道

水
。
こ
の
機
会
に
、
限
り
あ
る
資

源
で
あ
る
水
道
の
大
切
さ
に
つ
い

て
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
皆
さ
ん
へ
お
願
い

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
宅
内
側
の

水
道
管
は
個
人
の
財
産
で
あ
り
、

所
有
者
・
使
用
者
の
皆
さ
ん
の
管

理
に
な
り
ま
す
。
水
漏
れ
チ
ェ
ッ

ク
の
た
め
、
ご
家
庭
で
も
水
道
メ

ー
タ
ー
を
時
々
確
認
い
た
だ
く
と

と
と
も
に
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

問
上
下
水
道
課�

��　

☎
551-

０
１
３
５　

　

  

ＦＡＸ
554-

３
８
６
６

■
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

◦
対
象
者
…
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
で
健
康
診

査
の
対
象
者
（
対
象
者
に
は
5
月
下

旬
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
）

◦
実
施
場
所
…
受
診
券
に
同
封
し
て
い

る｢

各
種
け
ん
診
の
ご
案
内｣
を
ご

覧
く
だ
さ
い

◦
実
施
期
間
…

　

6
月
1
日
㈯
～
11
月
30
日
㈯

◦
持
ち
物
…
受
診
券
、
質
問
票
、
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
健
康
手

帳
（
お
持
ち
の
人
の
み
）

◦
受
診
料
…
無
料

◦
申
込
方
法
…
直
接
医
療
機
関
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

※
左
記
の
①
～
⑤
に
当
て
は
ま
る
人
は

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
対
象
に
な

ら
な
い
た
め
、
各
種
が
ん
検
診
な
ど

の
ご
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
が
ん
検
診
・
結
核
検
診
な
ど
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

①
生
活
習
慣
病
に
よ
り
受
診
し
て
い
る
人　

②
生
活
習
慣
病
等
で
医
療
機
関
へ
受
診

し
て
い
る
要
介
護
認
定
者　

③
病
院
や
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
人

④
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

⑤
そ
の
他
の
健
診
を
受
診
し
た
人

　

問
健
康
増
進
課�

��　

☎
554-

６
１
０
０　

　

  

ＦＡＸ
554-

６
１
０
１

健
康
診
査
・
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

■
プ
レ
特
定
健
康
診
査

　

生
活
習
慣
病
は
早
い
時
期
か
ら
予
防

し
た
り
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
健
診
を
受
け
て
自
分

の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
…
本
市
に
住
民
票
が
あ
る

　

19
歳
～
39
歳
（
昭
和
55
年
4
月
1
日

生
～
平
成
13
年
4
月
1
日
生
）
の
人

※
学
校
・
職
場
な
ど
で
受
診
機
会
の
あ

る
人
は
対
象
外
で
す

◦
実
施
場
所
…
栗
東
市
・
草
津
市
の
委

託
医
療
機
関
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
実
施
期
間
…

　

6
月
1
日
㈯
～
11
月
30
日
㈯

◦
持
ち
物
…
受
診
料
、
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
人
の
み
）

◦
受
診
料
…
１
８
０
０
円

◦
申
込
方
法
…
直
接
医
療
機
関
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

■
大
腸
が
ん
検
診

　

大
腸
が
ん
に
な
る
人
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
日
本
人
が
最
も
か
か
る
こ

と
の
多
い
が
ん
は
、
大
腸
が
ん
で
す
。

大
腸
が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す

る
こ
と
で
、
９
割
近
く
が
治
る
病
気
で

す
。
早
期
の
大
腸
が
ん
に
は
、
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
症
状
が
な
い
時
点
で
大
腸
が
ん
検

診
を
受
け
る
事
が
大
切
で
す
。

◦
対
象
者
…
本
市
に
住
民
票
が
あ
る

　

40
歳
以
上
（
昭
和
55
年
３
月
31
日
以

前
生
ま
れ
）
の
人

◦
実
施
場
所
…
栗
東
市
・
草
津
市
の
委

託
医
療
機
関（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦
実
施
期
間
…

　

６
月
１
日
㈯
～
11
月
30
日
㈯

◦
持
ち
物
…
受
診
料
、
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
人
の
み
）

◦
受
診
料
…
５
０
０
円

◦
申
込
方
法
…
直
接
医
療
機
関
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

がん検診を受けよう
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令
和
元
年
度
保
育
士
就
職
支
援
研
修
会
を
開
催

　

保
育
士
免
許
を
お
持
ち
で
、
保
育
園

現
場
の
就
職
に
興
味
が
あ
る
人
、
就
職

へ
の
一
歩
を
支
援
し
ま
す
。

◦
講
義
開
催
日
時
・
場
所

・
第
１
回　

７
月
３
日
㈬

　
　
「
最
新
の
保
育
事
情
」

・
第
２
回　

７
月
５
日
㈮

　
　
「
子
ど
も
の
怪
我
や
病
気
」

・
第
３
回　

７
月
12
日
㈮

　
　
「
保
育
の
仕
事
に
就
く
心
構
え
」

・
第
４
回　

７
月
17
日
㈬

　
　
「
発
達
に
応
じ
た
か
か
わ
り
」

　

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
～
12
時
、
場

所
は
栗
東
市
役
所
会
議
室
で
す
。

◦
園
体
験
…
７
・
８
月
に
予
定

　

※
保
険
に
加
入
し
ま
す
の
で
、
安
心

　
　

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
参
加
費
…
無
料

◦
定
員
…
20
人
（
先
着
順
）

　

※
託
児
あ
り
（
一
人
遊
び
が
で
き
る

子
ど
も
か
ら
。
事
前
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。）

◦
申
込
み
方
法
…
６
月
27
日
㈭
ま
で
に

　

左
記
の
問
合
せ
先
ま
で
電
話
・
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
幼
児
課

　

☎
551-�
０
４
２
４�

ＦＡＸ
551-�

０
１
４
９

　

メ�yoji@
city.ritto.lg.jp

Q1 研修会はいかがでしたか？
　　職場復帰を悩んでいる同じ思いの人と
話ができて良かったです。研修で学んだ
ことも役に立っています。

Q2 保育士の仕事をしてみていかがですか？
　　想像していた以上に、毎日子どもと接
することが楽しいです。そして子ども達
の成長にやりがいを感じています。

Q3 仕事と家事との両立は大変ですか？
　　両立は大変ですが、家族が育児を手伝
ってくれたり、職場の同僚から両立のコ
ツも教えてもらったりしています。
　　仕事をする前より生活にメリハリがつ
き、毎日の生活が楽しく感じられます。
　　我が子と自分とが新しい環境で成長で
きています。

研修会に参加して就職された方に
インタビューしました！

　

６
月
23
日
か
ら
29
日
は
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
で
す
。
男
女
共
同
参
画
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
取
組
み
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
事
業

　
“
き
ら
め
き
Ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ
”
実
行
委
員

（
公
募
ス
タ
ッ
フ
）
募
集

　

市
で
は
“
き
ら
め
き
Ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ
”
実

行
委
員
を
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
“
き
ら
め
き
Ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ
”
で
は
、

誰
も
が
い
き
い
き
と
輝
い
て
い
け
る
よ

う
な
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、子
育
て
や
介
護
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
身
近

な
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
の
企
画
や
運
営
、
広
報
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

左
記
条
件
①
、
②
の
要
件
を
満
た
す

人
な
ら
誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
“
き
ら
め
き
Ｒ
ｉ
ｔ
ｔ
ｏ
”
を
盛
り

上
げ
ま
せ
ん
か
？

【
条
件
】

　

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
　

　
　
（
20
歳
以
上
）

　

②
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、
今
後

　
　

地
域
で
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

　
　

り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ

　
　

け
る
人　

問
自
治
振
興
課��

男
女
共
同
参
画
推
進
係

☎
551-

０
２
９
０�

ＦＡＸ
551-

０
４
３
２

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

令和元年度男女共同参画週間
のキャッチフレーズ

男女共同参「学」
知る  学ぶ  考える
　私の人生  私がつくる
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不
法
投
棄
は
人
目
に
つ
か
な
い
所
や

管
理
が
不
十
分
な
場
所
で
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
土
地
の
所
有
者
は
雑
草
の
除
去

な
ど
、
こ
ま
め
な
管
理
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
家
庭
の
ご
み
は
決
め

ら
れ
た
集
積
場
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
の
ご
み
は
出
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
間
違
っ
た
出
し
方
を
す
る
と
、

不
法
投
棄
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

投
棄
者
に
遭
遇
し
た
ら
、
む
や
み
に

接
触
す
る
こ
と
は
避
け
、
草
津
警
察
署

（
☎
563-

０
１
１
０
）
ま
た
は
環
境
政

策
課
に
ご
連
絡
く
さ
だ
い
。

■「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」

５
月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

　
　
　
　

～
６
月
５
日
（
環
境
の
日
）

　

不
法
投
棄
監
視
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
を
強
化
し
ま
す
。
不
法
投
棄
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
監
視
員
も
募
集
中
で
す
。
環

境
政
策
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

未
然
防
止
と
早
期
発
見
に
は
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
政
策
課��

生
活
環
境
係　

☎
551-

０
3
４
１
　
ＦＡＸ
554-

１
１
２
３　

不
法
投
棄
は
禁
止

問
栗
東
市
観
光
物
産
協
会

　

☎
551-

０
１
２
６　

　
ＦＡＸ
551-

６
１
５
８

栗
東
市
観
光
物
産
協
会
主
催

の｢

第
26
回
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
応
募
者
59

人
、
作
品
数
142
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
写
真
部
門
入
賞
作

品
は
、
手
原
駅
２
階
に
あ
る
栗

東
観
光
案
内
所
で
展
示
し
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
部
門
は
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
栗
東
市
観
光
物

産
協
会
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト(@

rittokankokyokai)

で
発

表
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も｢

第
27
回
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｔ

Ｏ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開

催
し
ま
す
。
作
品
募
集
の
詳

細
は
、
栗
東
市
観
光
物
産
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(https://

w
w
w
.ritto-kanko.com

/)

も
し
く
は
次
号
の
広
報
り
っ
と

う
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第26回RITTOフォトコンテストに142作品

■
空
家
等
現
況
調
査
を
行
い
ま
す

　

近
年
、
自
然
災
害
に
よ
る
倒
壊
や
有

害
鳥
獣
の
す
み
家
に
な
る
と
い
っ
た
、

管
理
が
不
十
分
な
空
き
家
が
も
た
ら
す

問
題
が
、全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
平
成
30
年
10

月
に
「
栗
東
市
空
家
等
対
策
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
人
口
減
少
の
潮
流
の
中
、

本
市
で
も
将
来
的
に
は
人
口
減
少
に
転

じ
る
と
予
想
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
今

後
、
空
家
な
ど
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

変
わ
り
行
く
時
代
に
沿
っ
た
取
り
組

み
を
行
う
た
め
に
も
定
期
的
な
実
態
把

握
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

本
年
度
、
空
家
等
現
況
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

平
成
25
年
度
、
平
成
28
年
度
に
も
同

様
の
調
査
を
行
い
、
当
時
の
状
況
を
踏

ま
え
、
空
家
に
関
す
る
施
策
の
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
ど
こ
に
、
ど
れ
だ
け

の
空
家
が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
状
態
な

の
か
、
今
後
の
空
家
対
策
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
中
で
、
基
本
的
な
デ
ー

タ
と
な
る
情
報
を
収
集
す
る
も
の
で
す
。

空
家
の
状
況
を
調
べ
ま
す

問
住
宅
課�

住
宅
係

☎
551-�

０
３
４
７　

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

空家等
対 策
シリーズ
第 6 弾

��

本
調
査
の
結
果
は
、
デ
ー
タ
分
析
す
る

と
と
も
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
の

呼
び
か
け
を
は
じ
め
と
し
た
、
利
活
用
施

策
の
制
度
設
計
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
調
査
を
円
滑
に
、
着
実
に
進
め

て
い
く
た
め
に
は
行
政
だ
け
で
は
な

く
、
自
治
会
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の

み
な
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

(
過
去
の
調
査
結
果
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
）

最優秀賞「山里の朝」
場所：荒張
作者：藤川茂さん
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介
護
保
険
料
の
一
部
を
見
直
し

問
長
寿
福
祉
課�

介
護
保
険
係�

　

☎
551-

０
２
８
１

　
ＦＡＸ
551-

０
５
４
８

　

今
年
10
月
の
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
き
上
げ
に
伴
う
対
応
と

し
て
、
所
得
の
低
い
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
を
軽
減

し
ま
す
。

　

基
準
額
は
、
７
０
，
６
８
０

円
（
月
額
５
，
８
９
０
円
）
で

す
。
第
４
段
階
以
上
の
住
民
税

課
税
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

　

一
人
ご
と
の
本
年
度
の
保
険

料
額
は
、
６
月
中
旬
頃
に
郵
便

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和元年度 令和２年度
対象となる人調整率 保険料年額 調整率 保険料年額

第１段階
基準額×
0.375

26,505 円
基準額×

0.3
21,204 円

生活保護の人
世帯全員が住民税非課税で、
本人年金収入など（※）80 万
円以下の人

第２段階
基準額×

0.6
42,408 円

基準額×
0.5

35,340 円
世帯全員が住民税非課税で、
本人年金収入など（※）80 万
円超 120 万円以下の人

第３段階
基準額×
0.725

51,243 円
基準額×

0.7
49,476 円

世帯全員が住民税非課税で、
本人年金収入など（※）120
万円超の人

※
前
年
の
課
税
年
金
収
入
額
と
合
計

　

所
得
金
額
の
合
計

空
き
店
舗
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

問
商
工
観
光
労
政
課�

商
工
振
興
係�

��

☎
551-

０
２
３
６　

�

ＦＡＸ
551-

０
１
４
８

■
栗
東
市
空
き
店
舗
等
活
用
促
進
事
業

補
助
金
」
を
募
集

　

市
内
の
駅
周
辺
（
栗
東
駅
、
手
原

駅
）
の
賑
わ
い
創
出
と
地
域
経
済
活
性

化
に
向
け
て
指
定
区
域
内
に
お
け
る
空

き
店
舗
な
ど
の
減
少
や
商
環
境
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
よ
り

新
規
出
店
者
と
当
該
空
き
店
舗
な
ど
の

所
有
者
に
予
算
範
囲
内
で
必
要
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
創
設
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
募
集
を
開
始
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
開
始
日
…
６
月
３
日
㈪
か
ら

◦
対
象
区
域
…
栗
東
駅
周
辺
地
区
、
手

原
・
安
養
寺
周
辺
地
区
（
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

◦
対
象
者
…
補
助
対
象
指
定
区
域
内
で

新
た
に
店
舗
出
店
を
考
え
て
い
る

人
、
市
内
で
既
に
店
舗
を
営
業
し
て

い
る
人
で
新
た
に
補
助
対
象
指
定
区

域
内
で
の
出
店
を
考
え
て
い
る
人
な

ど
◦
対
象
業
種
…
小
売
業
、飲
食
業
、サ
ー

ビ
ス
業
な
ど

※
そ
の
他
別
途
規
定
が
あ
り
ま
す

補助対象経費 補助対象者 補助率 補助限度額

店舗改装費

新規出店者 10 分の２
以内 20 万円

指定区域内における新規
出店者で栗東市創業支援
事業計画に基づく特定創
業支援等事業修了者

10 分の３
以内 30 万円

店舗賃借料

新規出店者 10 分の２
以内

月額５万円
（最長 12 か月）

指定区域内における新規
出店者で栗東市創業支援
事業計画に基づく特定創
業支援等事業修了者

10 分の３
以内

月額８万円
（最長 12 か月）

店舗修繕費 新規出店者が入店する店
舗の所有者

10 分の２
以内 20 万円

※「現在開業している」、「賃貸借契約を締結済み」、「店舗の改装工
事を発注済み」など、市が補助金の交付決定を行う前に事業に着手
しているケースは補助対象外となりますのでご注意ください。

昨年度の補助金対象事例
株式会社かすたねっと

湖南営業所
住所：霊仙寺 1-1-36
電話：077-526-7378

　防災グッズ販売と民間救急車
を運用する事業所として開業さ
れました。
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子 育 て 情 報～油流出事故に注意してください～

６月に令和元年度市民税・
県民税納税通知書を送付します
　所得税は国に納めていただく税金（国税）
ですが、地方自治体（市町村、都道府県）
に納めていただく税金（地方税）が住民税（市
県民税）となります。
　住民税は、１月１日（賦課期日）現在、
住民票のある市町村が前年中の所得をもと
に課税します。
　住民登録がなくても、１月１日現在、生
活の本拠がその市町村にあった場合は、そ
の市町村が課税します。
　給与所得にかかる住民税は、給与からの
引き落とし（特別徴収）となり、勤め先を
通じて納税通知書を送付します。特別徴収
以外の人は、６月に納税通知書を送付しま
す。公的年金などにかかる住民税は、年金
からの引き落とし（特別徴収）、その他の所
得にかかる住民税は普通徴収（納付書また
は口座引落による納付）となりますので、
納め忘れのないようお願いします。
　なお、納税通知書や納付書などの一部
は、年度が「平成」表記になります。「平成」
と表記されていても法律上の効果は何ら変
わることがありませんので、新元号に読み
替えていただきますようご理解とご協力を
お願いします。

問税務課�市民税係　
　☎ 551-0106　ＦＡＸ551-2010

　事業所や家庭から河川や水路に油が流れ出
す事故が、昨年度は 12件発生しています。　
　原因は、不注意による流出や車両の事故な
どさまざまで、流出した油は、火災の危険性
があるほか、環境の汚染や農作物の生育に影
響を及ぼします。また、油の回収は大変困難
で、多くの時間と労力と費用が必要となり、
回収費用はすべて原因者の負担となります。
　市民・事業者の皆さんには、事故の未然防
止に努めていただくとともに、油を流出した
場合や油類が流れている現場を発見した場合
には、すぐに市または消防署へ連絡いただき
ますようお願いします。速やかな通報が、被
害拡散防止につながります。
問環境政策課�環境政策係
　☎ 551-0336　ＦＡＸ554-1123
　湖南広域消防局�中消防署
���☎ 552-0119

～妊娠中の口
こ う

腔
く う

ケア～
　妊娠中は歯ブラシを口に入れるだけで気持ちが
悪くなることが多く、歯磨きがおろそかになり歯
垢が歯に付着しやすくなります。その結果、妊娠
前よりむし歯や歯周病の進行が早くなることがあ
ります。つわりなどでどうしても歯磨きができな
い時は、ぶくぶくうがいをしてお口を清潔にしま
しょう。また、だらだらと長い間、甘いものや酸
性の強いものを飲食することを控え、飲食をした
後は口をゆすいでください。そして、気分の良い
時間帯にゆっくり、丁寧に時間をかけて歯磨きを
してください。
　妊娠中はホルモン分泌の変化により、口の中が
酸性に傾き、むし歯や歯肉の炎症になりやすい状
態になります。妊娠前より定期的に歯科の受診を
されるのが理想的ですが、安定期には歯科を受診
して口の中の状態をチェックしましょう。また安
定期ならば、通常の歯科治療は母体にとって安全
に受けることができます。歯科を受診される際は、
母子健康手帳を出して、産婦人科から注意を受け
ていることがあれば、どんなことでも歯科医師に
伝えてください。
　一方で、お腹の子どもさんの歯は妊娠中につく
られ、歯の質はこの時期ほぼ決まります。乳歯の
芽である歯胚は妊娠７週目頃からつくられます。
妊娠４か月頃からは歯胚にカルシウムやリンなど
が沈着し、かたい歯がつくられていきます。した
がって、母体の健康を保つことはもちろん、子ど
もさんへの栄養補給としてバランスのとれた食生
活が大切です。年に１～２回は歯科健診をうけま
しょう！
　ちなみに、歯に良い栄養素を紹介します。
　ビタミンA…歯のエナメル質の土台を仕上げる材料
　ビタミンC…歯の象牙質の土台を仕上げる材料　
　ビタミンD…カルシウムの代謝や石灰化の調整役
　良質のたんぱく質…歯の基質の材料
　リン　カルシウム…石灰化のための材料��

　（公益財団法人 8020 推進財団ホームページより引用）

問健康増進課�母子保健係
　☎ 554-6100　ＦＡＸ554-6101
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問都市計画課�景観・まちづくり係
　☎ 551-0116　ＦＡＸ 552-7000

すだじいの百年日記
～栗東景観よもやまばなし～

vol.48

栗東の再発見と歴史街道
景観を守り、伝えたい

問
学
校
教
育
課　

　

☎
551-

０
１
３
０　

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

　

山
々
が
溢
れ
る
青
緑
に
包
ま
れ
滴

る
が
如
く
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
梅

雨
時
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
市
内
を

ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
て
栗
東
の
宝
物

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

写
真
家
に
言
わ
せ
る
と
、
栗
東
市

は
古
刹
の
金
勝
寺
、
閑
空
の
丘
陵
集

落
、
歴
史
街
道
と
田
園
風
景
、
数
々

の
神
社
仏
閣
、
高
速
道
路
、
新
幹
線
、

高
層
ビ
ル
の
立
ち
並
ぶ
栗
東
駅
周
辺

等
と
被
写
体
の
博
物
館
で
あ
り
、
変

化
に
富
む
風
景
に
恵
ま
れ
て
い
る
と

絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
歩
い

て
み
る
と
、
日
常
の
目
線
で
は
気
が

付
か
な
い
風
景
が
、
ま
た
違
っ
た
角

度
・
視
野
で
迫
っ
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
特
に
歴
史
街
道
を
歩
い

て
み
る
と
、
朝
夕
の
車
の
交
通
量

の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
東
海

道
、
中
山
道
を
中
心
と
し
た
街
道
は

京
都
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
、
情
報

の
玄
関
口
で
あ
り
、
住
人
も
そ
れ
を

取
り
込
み
な
が
ら
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
街
道
沿
い
で
は
、
お
互
い
に
顔

を
見
合
い
な
が
ら
人
情
を
通
わ
し
合

う
こ
と
が
日
常
の
生
活
で
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
車
の
通
過
道
路
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
住
居
も
利
便
性
と
快

適
性
を
重
視
し
、
現
代
的
な
住
宅
へ

と
か
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
土
蔵
、
ベ
ン
ガ
ラ
色

格
子
窓
、
中
二
階
（
厨
子
二
階
）、

煙
抜
き
、
む
し
こ
窓
、
む
く
り
屋
根

な
ど
の
あ
る
旧
家
・
町
屋
が
急
速
に

消
滅
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
私
た

ち
の
会
で
は
、
歴
史
街
道
景
観
に
違

和
感
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
住
宅
の

外
観
や
広
告
物
な
ど
に
対
し
て
、
何

ら
か
の
規
制
の
必
要
性
を
強
調
し
て

市
の
景
観
百
年
審
議
会
で
議
題
に
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
私
た
ち
の
会
の
活
動
と
し

て
、
葉
山
東
小
学
校
６
年
生
の
校
外

学
習
で
あ
る
東
海
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
あ
り
ま
す
。
地
域
資
源
を
次
世
代

に
継
承
す
る
事
業
と
位
置
づ
け
て
、

市
内
街
道
歴
史
資
源
12
か
所
を
巡
回

す
る
も
の
で
す
。
ス
ポ
ッ
ト
に
は
地

元
会
員
が
待
機
し
て
い
て
、
そ
の
歴

史
的
意
義
を
上
手
に
、
巧
み
に
説
明

し
ま
す
。

　

今
後
も
各
世
代
を
通
じ
て
、
栗
東

の
歴
史
街
道
と
そ
の
景
観
を
誇
り
と

し
て
残
し
、
語
り
伝
え
て
い
く
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
15

第 48 回寄稿
NPO 法人街道を

いかしたまちづくりの会
会員・島林 力さん

▲往時の面影が残る東海道の町並み

葉
山
中
学
校
で
は
、
生
徒
会
で

の
あ
い
さ
つ
運
動
が
生
徒
登
校
時

間
帯
に
毎
週
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
生
徒
会
執
行
部
と
な
っ

て
か
ら
、「
葉
山
中
学
校
を
ど
の
よ

う
な
学
校
に
し
た
い
か
」
を
考
え

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
以
前
か
ら

継
続
し
て
き
た
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

の
価
値
を
再
認
識
し
、「
あ
い
さ
つ

で
元
気
に
な
れ
る
学
校
」
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

運
動
実
施
日
に
は
、
横
断
幕
を

持
っ
て
元
気
な
声
で
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
呼
び
か
け
る
生

徒
、
友
だ
ち
に
あ
い
さ
つ
を
返
す

生
徒
の
姿
が
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
少
年
補
導
あ
い
さ
つ
運

動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
生
活
指
導
部
ふ
れ
あ

い
あ
い
さ
つ

運
動
も
定
期

的
に
行
わ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な

機
会
が
葉
山

中
学
校
の
「
元

気
」
を
支
え

て
い
ま
す
。

《葉山中学校》「あいさつで元気になれる葉山中」



上手い！たくみな技術
美味い！みごとな料理
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。
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今月のうますぎ★ブランド

うますぎる栗東大使★コラム

■近況を教えてください　
　今年２月の別府大分毎日マラソ
ンで２位になり、4月 28 日ロン
ドンで開催されたWPAマラソン
世界選手権への出場を決めました。

その直後に乳がんが見つかりました。競技を続け
ることを優先し、世界選手権に間に合わせるため
に、早急に手術を受けました。「へこんでいる時
間はない」と自分に打ち克つ思いで、退院後 10
日で合宿にも参加し、世界選手権は、自分に挑戦
するステップとして出場し、最後まであきらめず
に完走し、次の選考レースへの自信につながりま
した。マラソンは私にとって生きがいであり、人
生そのものです。山あり谷ありで、辛い場面もあ
りますが、必ずゴールはあると信じて、乗り越え

問秘書広報課�広報・広聴係
　☎551-0641　ＦＡＸ553-1280

東京パラリンピック出場に向けて
（マラソン選手 近藤寛子さん）

ていきます。ゴールしたときの達成感はたまらな
いものです。伴走者やたくさんの支えてくださる
皆さんへの「ありがとう！」を感じる瞬間でもあ
り、私を何より輝かせてくれるのもマラソンです。
■次のレースへの意気込みを
　次は、真夏の北海道マラソンです。夏のレース
は、速いより心も体も強い選手でありたいと思っ
ています。私は暑い夏が好きなので、そこでパラ
リンピック出場を目指して、一つひとつの練習や
日々の生活に向き合い、取り組んでいきたいです。
「ENJOY ！」をテーマに、「前向きに楽しく！」
支えてくださる皆さん、応援してくださる皆さん
の期待に応えられるように、プレッシャーも励み
にしています。
　最高の笑顔が見せられるよ
う、体調を整え、日々の練習
を大事にし、東京パラリンピ
ックを目指して頑張ります！

　栗東産の大豆フクユタカを 100％使用し、「ア
グリの郷栗東」内の工房で作られています。
　「まるっぽ豆腐」はその名の通り、おからが出
ない製法で大豆をまるごと豆腐にしています。そ
のため、栄養価が豊富で素材の甘みがギュッと凝
縮されています。
　もめん豆腐、絹とうふ、そのほかにも、揚げ、
豆乳を販売していて、県外から定期的に買いに来
られる人もいます。また、併設されているレスト
ランでも味わうことができます。
　こだわりの詰まった「まるっぽ豆腐」を味わう
ために、ぜひ「アグリの郷栗東」へ足を運んでみ
てください。

　栗東市出庭にある道の駅「アグリの郷栗東」。
　ここの看板商品の１つが、こだわりの素材と製
法で作られた「まるっぽ豆腐」です。

問　道の駅「アグリの郷栗東」
〒 520-3041�栗東市出庭 961-1
☎ 0120-10-7621

栗東産大豆をまるごと使った
「まるっぽ豆腐」
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5月10日（大宝小学校）
� �２年生の地域交流の一環として、地域の野
菜作り名人の皆さんの指導で、サツマイモを
植えました。実際に、野菜を育てたり、土に
触れたりする機会が少ない子どもたちは、自
然とふれあう貴重な体験ができました。地域
の人との交流も深まり、秋の収穫を楽しみに
する子どもたちの姿が見られました。

地域の人と交流
～サツマイモ植え～

子どもたちを
交通事故から守ろう
４月22日（治田東児童館）
　子育て講座「はじめましての会」
と「ＪＡＦ交通安全ショー」が開催さ
れました。
　児童館の職員紹介、手遊び歌遊びの
後は、ボランティアグループ「ＪＡＦ
ドレミぐるーぷ」の皆さんによる交通
安全ショーがありました。楽器の演奏
が始まると、みんなで歌って踊り、親
子で楽しみながら、横断歩道の渡り方
などの交通安全ルールを学ぶ良い機会
になりました。

栗東 100 歳大学
リニューアル
４月25日（市役所）
　栗東100歳大学が開校から３年、今年度は
リニューアルし第４期をスタートします。
　記念講演に防災伝道師として活躍されて
いる加古川グリーンシティ防災会会長大西
賞典さんを講師に迎え、生活防災の観点か
らシニアが活躍できるまちづくりを学びま
した。
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

４月12日（金勝地域）
　２本のポールを使用し足腰の負担をやわらげるノルディッ
クウォーク。参加者は桜が満開の中、春を感じながら爽やか
な汗を流しました。また、走井牧場のPONY�KIDS(放課後等
デイサービス）で、ポニーの見学も楽しみました。

桜を見ながらウォーキング

５月12日（京都競馬場）
　「栗東ステークス」が今年も開催されま
した。栗東所属の「ノボバカラ号」と、今
年で２年連続となる松山弘平騎手が優勝
し、ＪＲＡ栗東トレーニング・センター開
設50周年記念でもある今年のレースを盛り
上げました。また、「栗東ステークス」の本
馬場入場曲とファンファーレは「さきらジ
ュニアオーケストラ」が演奏したものが放
送され、より栗東らしいレースになりました。

　市施設の跡地を活用し、「馬と共に社会をゆたかに」す
ることを目指した福祉施設の竣工式がありました。子ど
もたちが乗馬や馬の世
話を通じて心身を癒
す「ホースセラピー」
とけがなどで引退して
行き場を失ったサラブ
レッドの「ホースシェ
ルター」を中心に新し
い取組みが行われます。

５月1日（㈱日本サラブレッドコミュニティクラブ）

栗東トレーニング・センター
開設 50 周年記念

「栗東ステークス」開催

馬を救い人を癒す「TCC Therapy Park」
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人口（５月１日現在）　人口69,700人　男34,725人　女34,975人　前月より 140人増　世帯数28,069世帯

中井 栄
ま

緒
お

さん（31 歳・蜂屋）
　アメリカで１年８か月間の農業研修を終
え、平成26年に「栗東いちじく生産組合」
の指導を受けて栽培を開始するとともに、
イチジクに関連するイベントを毎年開催。
　手製イチジク帽子をかぶった広報や似顔
絵ワッペン、SNSなどによる宣伝活動を
精力的に展開。また、同組合にてイチジク
ジャムなどの製造販売や地元パティシエと
共同でスイーツの開発も手がける。現在、
ビニールハウス4棟で約130本のイチジクの
ほか果菜類を育成中。

■
き
っ
か
け
は
？

　

22
歳
の
時
、
国
際
農
業
者
交
流
協
会

が
主
催
す
る
ア
メ
リ
カ
農
法
の
研
修
事

業
に
参
加
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
農
場
で

厳
し
い
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
見
渡
す

限
り
の
広
大
な
リ
ン
ゴ
農
場
に
は
直
売

所
が
あ
り
、
遠
方
か
ら
買
い
付
け
に
来

る
人
が
多
く
い
ま
し
た
。
現
地
の
リ
ン

ゴ
は
長
い
日
照
時
間
の
も
と
で
生
育
す

る
た
め
か
、
甘
み
が
鮮
烈
で
と
て
も
お

い
し
い
リ
ン
ゴ
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の

消
費
者
は
、
農
業
に
対
す
る
意
識
が
高

く
、
良
い
も
の
を
作
れ
ば
偏
見
な
く
評

価
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
良
い
も
の
を

作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
世
界
中
ど
こ

に
い
て
も
関
係
な
い
。
そ
し
て
自
分
は

た
だ
自
分
の
仕
事
を
し
て
い
る
だ
け
な

の
に
、
代
金
を
も
ら
っ
て
感
謝
の
言
葉

お手製の「いちじく帽子」をかぶって「栗
東いちじく」に愛情をそそぐ中井さん

若手の営農家　「栗東いちじく」を守りたい

ま
で
も
ら
え
る
。
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
仕
事
は
な
い
」
と
実
感
し
、
農
業
の

道
を
歩
も
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

■
現
在
ま
で
の
道
の
り
は
？

　
「
栗
東
い
ち
じ
く
生
産
組
合
」
に
加

入
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
指
導
を
受
け
な

が
ら
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
特
徴
は
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る
雨
よ
け
栽
培

で
す
。
気
象
や
虫
害
に
よ
る
影
響
を
受

け
に
く
く
、
農
薬
も
少
な
く
て
済
む
な

ど
、
安
心
・
安
全
な
栽
培
方
法
と
考
え

て
い
ま
す
。
収
穫
は
、
８
月
頃
が
最
盛

期
と
な
り
、
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
生

果
実
以
外
に
も
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品

を
製
造
し
「
ア
グ
リ
の
郷
栗
東
」
な
ど

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
栗
東
い
ち
じ
く
」
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
た
め
、
平
成
26
年
か
ら
毎

年
、
イ
チ
ジ
ク
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
た
「
り
っ
と
う
無
花
果
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
（
今
年
は
8
月

11
日
を
予
定
）
し
て
い
ま
す
。
同
時

開
催
の
カ
フ
ェ
で
提
供
す
る
ス
イ
ー

ツ
や
ケ
ー
キ
も
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
。

■
今
後
の
夢
は
？

　

平
成
30
年
度
滋
賀
県
果
樹
品
評
会

の
い
ち
じ
く
の
部
で
優
良
賞
と
滋
賀

県
知
事
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
誇
る
べ
き
イ
チ
ジ
ク
を
、
市
内
の

学
校
給
食
へ
出
し
た
い
と
い
う
想
い

が
あ
り
ま
す
。
栗
東
と
い
え
ば
イ
チ

ジ
ク
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
イ
チ
ジ
ク
は
漢
字
で
「
無
花

果
」
と
書
き
ま
す
が
、
先
人
が
守
っ

て
こ
ら
れ
た
「
栗
東
い
ち
じ
く
」
を

継
承
し
、
し
っ
か
り
守
り
続
け
て
、
大

き
な
花
を
咲
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。


